
信州の薬用植物

ジロボウエンゴサク

Corydalis decumbens Pers 

山麓部の森林に、早春、淡青紫色の花を咲かせる春緑型

の多年生草本で、地上部は夏季には見られなし、。地下部に

は直径 1cmぐらし、の球状の塊根があり、乙れを採取し陰干

しにして利用する。漢名を延胡索(エンゴサク)とよび胃

腸鎮痛鎮窪薬として用いる。
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コガネムシの生態と防除

林業苗畑で、苗木の根を食害するコガネムシの

被害が増えています。コガネムシといってもその

種類は多く、県下で多く発生しているものはナ

ガチャコガ.ネ、アカビロードコガネですが、南信

にはドウガネプイプイ、 ~tf言はヒメコガネも多い。

乙れらの防除については、 BHCのような残効性

の極めて長い殺虫剤があった頃は容易でしたが、

今日のように農薬の残効性が短かくなると効果的

な防除法の確立は難かしい。乙乙ではナガチャコ

ガネとアカビロードコガネを取りあげます。

1 .コガネムシの生態

(1) 幼虫の行動

6月から 8月にかけて産卵された卵は 10日間位

でフ化し幼虫になります。幼虫は土中の浅いと乙

ろに生息し、最初は堆肥などの有機物を餌にして

いますが大きくなると苗木の根を食べるようにな

ります。秋lとなり地温が低くなると土中の深いと

乙ろに移動し越冬します。春になり地温が上昇す

ると再び上部に移動し苗木の根を食べます。乙の

幼虫の垂直移動と地温の関係はナガチャコガネで

は下降移動がはじまる地温が 14- 17 oc、上昇移動

する地温は 10-120Cといわれています。温度との

関係が深い乙とからその年の気候に移動時期は左

右されます。 61年の春は平均よりおそくまで寒さ

が残りました。乙の年は幼虫の上昇移動が大巾に

おくれ、そのため散布した薬剤の効果が少なかっ

た。コガネムシの種類によっても垂直移動の時期

は異なりアカビロードコガネはナガ、チャコガ‘ネ K

比べ秋季は早くに下降し、春の上昇は遅い傾向が

み られます。
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図-1 幼虫の時期別生息位置

(林指構内ナガチャコガネ)

(2) 成虫の発生

幼虫が踊になるのは、ナガチャコガネの場合 5

月中旬からであり、アカビロードコガネはそれよ

りおそく 6月上旬頃です。同じ種類でも個体Kよっ

てかなりの違いがみられます。踊化する深さはナ

ガ、チャコガネでは 15~ 25 cm深、アカビロードコガ

ネは 5-15 cm深のと乙ろが多く、踊の期間は 10~

20日間で成虫となります。成虫の生存期間はほぼ

1カ月間とみられその問、日中は地中にもぐり夜

になって行動します。雄は行動範囲が広いが雌は

極めて狭く地中から出てもその近くに隈られるよ

うです。産卵数は 1頭で30~ 50卵といわれていま

す。成虫の食性はトチ、シラカパ、ドウダン、ナ

ナカマド、サクラ、アカザ、ヨモギ、ツユクサ、

ハコベ、ヒメジオン、スベリヒュなどの葉を蚕食

します。スギ、ヒノキ、キチイはまったく食べず、

またカラマツもほとんど食べてはいません。

成虫が誘蛾燈iζ集まる時期はナガチャコガネで

は6月下旬から 7月中旬、アカビロードコガネで

は 7月上旬から 8月中旬K多い。誘蛾燈での捕促

時期と成虫発生時期は一致せず、成虫が発生して

からかなりの時期を過ぎて誘蛾燈に集まるようで

す。また、誘蛾燈で捕促されるものはほとんど雄

です。

2 .防除方法

(1) 越冬幼虫

作付前で耕転ができるので、幼虫K薬剤を接触

させるととが比較的容易です。しかし、問題がな

いわけではありません。前iζ も述べましたが寒さ

がおそくまで続くと幼虫の移動がおくれ、薬剤と

接触せず薬剤の効果が出ない乙とがあります。特

iζ薬剤がガス化するような速効性のものでは幼虫

の位置を確かめてから使用する乙とが必要です。

なるべく残効性のある薬剤を選ぶ乙とが基本であ

り、バイジッ卜粒剤を 9-12 kg/ 10アー Jレ散布し

土壌と混和します。

(2) 新生幼虫

苗木が生育途中にある幼虫防除であり、薬剤を

土中にいる幼虫に接触させるととは容易でなく、

効率も悪くなります。粉剤や粒剤を散布しでもそ

れが土中iζ入るためには苗閣を中耕するかかなり

の雨がない限り効果は多くを望めません。図 3 

K示した当所での新生幼虫防除試験は薬剤を 8月

上旬に散布し、苗聞を耕転して薬剤を土中に混和し

た場合の結果です。また、供試薬剤の中でアミド

チッドが最もよい成績でしたが、乙の薬剤iζつい

ては最近効果の安定性に問題が提起されており検

討が必要でしょう。粒剤以外では液剤の施用があ

ります。乳剤、水和剤が乙れに該当しますが土中

に惨みとませるためには多量の水が必要で、す。現

状ではパイジット乳剤の 500-1，000倍液を 3，OOO~ 

/10アーノレ散布するか、パイジッ卜粒剤を 12~ 15 

kg/lOアーノレ散布し中耕するなどがよいと思われ
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図-2 コガネムシの誘引消長 (62年)
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コガネムシ幼虫防除試験結果(1rrf当り)図-3

コガネムシ成虫防除試験成績c1ぱ当り)図-4

は乳剤がよい。薬剤はデプテレックスがよいと思

います。また、苗畑だけでなく畦畔や緑化木据置

畑などコガネムシの温床となると乙ろでの駆除が

必要です。

ます。散布時期は 8月上旬、幼虫の多いと乙ろで

はさらに 8月下旬K行ないます。

(3) 成虫の防除

三原)(造林部

発生期間が長いととから 1回の散布では効果が

少ない。したがって、 6月中旬から 7月下旬にか

けて 3回は最低必要です。当所の試験は 6月 24日、

7月9日、 23日比、粉剤は 12kg/ 10アール、乳剤

は5∞倍液 2，000t /10アール散布したものです。

粉剤よりも乳剤の方が成績がよかった。これらの

ことから多量の水が必要ですが被害の多い苗畑で

菌床シイタケ栽培を探る

寄せられています。

現在、本県では農協系統の 120戸ほどで試験栽

培が行われていますが、夏場のエノキダケや冬場

のナメコの代替品目として或いは専用施設による

周年栽培、と導入目標Kかなりの幅がみられます。

-3 

菌床シイタケ栽培については、昭和 45年頃に吉

井式培法として袋培地を用いた空調栽培が一時期

話題となりました。そして、再び乙の 2-3年カ

ネボウ食品、ユニテッ夕、国際食用菌研究所、北

研産業から相次いで栽培法が示され新たな関心が




